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市
浦
営
林
署

（鶴
田
行
忠
署
長
）
は
、
十

一
日
午

前
＋
時
か
ら
太
田
山
国
有
林
十
四
林
班
内
て
来
賓
、

職
員
ら
百
人
に
よ
る
植
樹
祭
を
行
な
っ
た
。

植
樹
祭
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
ま
ず
鶴
田
署
長
が

「

郷
土
を
緑
て
包
む
こ
と
を
、
み
ん
な
て
真
剣
に
考
え

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

引
き
続
き
植
樹
に
移
り
、
同
署
相
内
苗
畑
て
ポ
ッ

ト
育
成
し
た
二
年
生
の
杉
四
百
六
を
十
イ
の
緩
斜
面

に
植
樹
し
た
。

現
場
は
太
田
地
区
か
ら
約
六
Ｆ
の
高
台
に
あ
り
、

立
地
条
件
も
よ
く
杉
の
成
育
ぶ
り
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
植
樹
祭
の
あ
と
山
火
事
警

防
会
議
を

開

き
、
山
へ
入
っ
て
も
火
の
始
末
は
完
全
に
行
な
う
。

力
が
で
も
、
一肝
ど
の
機
題
７
は
や
あ
よ
つ
、
と

呼
び
か
け

た
。

一
方
、
山
火
事
を
発
見
し
た
と
き
は
直
ち
に
も
よ

り
の
担
当
区
な
り
営
林
署

へ
の
通
報
を
要
望
し
た
。

入 念 な手 つきで次 々と植 樹―

一 大田山国有林で植樹祭―
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行 政 連 絡 員 会 議

囲 内 会 の組 織 強 化 話 し合 う

野
~

も一
山_
も
緑

~

の一
季 _

節

~

―
相
談

委
員
に
鳴

海
金

次
郎
さ
ん
―

（
電
話
相
内
局
四
五
番
）

相
談
は
無
料
で
し
か
も
日
頭
、
電
話

手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
よ
く
、
相

談
を
う
け
た
行
政
相
談
委
員
は
、
秘
密

を
守
り
親

身
に
な

っ
て

お
世
話
し
ま

す
。相

談
の
内
容
は
役
所
の
仕
事
に
関
す

る
こ
と
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
よ
く
、
た

と
え
ば
、
役
所
の
仕
事
が
お
そ
い
、
不

親
切
だ
、
納
得
で
き
な
い
、
ど

う
に
か

な
ら
な
い
も
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
日

こ
ろ
お
困
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
不

満
に
思

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
気
軽
に
こ
利
用
を
―
。

役
場
の
勤
務
時
間

が

変

り

ま

し

た

五
月
一
日
か
ら
役
場
の
勤
務
時
間
が

変
わ
り
ま
し
た
。

▼
平
日
＝
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
υ

◎
た
だ
し
、
休
息
時
間
は
午
前
八
時

か
ら
十
五
分
間
、
正
午
か
ら

一
時
間
、

午
後
四
時
四
十
五
分
か
ら
十
五
分
間
で

す
。マ

土
曜
日
＝
年
前
八
時
か
ら
正
午
ま

で
。

行
政
管
理
庁
て
は
、
国
民
の
行
政
に

関
す
る
苦
情
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解

決
を
手
助
け
す
る
た
め
、
各
市
町
村
に

行
政

相
談
委
員

を
配
置
し
て
い
ま
す

が
、
本
村
で
は
四
月

一
日
付
け
で
つ
ぎ

の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
嘔
海
金
次
郎
＝
相
内

―

〓
田
一―

町
内
会
の
組
織
を
強
化
し
村
民
の
声

を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
ほ

ど
相
内
児
童
館
で
町
内
会
長

・
行
政
連

絡
員
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

会
議
に
は
十

一
人
の
町
内
会
長
と
行

政
連
絡
員

八
十
人
が

出
席
、
村
長
が

「村
民
の
考
え
や
要
求
を
取
り
入
れ
て

行
政
を
推
進
し
た
い
」
と
あ

い
さ

つ
Ｌ

四
十
六
年
に

町
内
会
設
置
条
例

を
作

り
、
そ
れ
ま
で
横
の
連
絡
が
な
か

っ
た

機
構
を
町
内
会
単
位
に
ま
と
め

、
行
政

連
絡
員
の
意
見
や
要
望
を
町
内
会
で

一

本
化
し
、
行
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を

ね
ら

い
に
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し

の
重
点
目
標
は

①
回
覧
板
、
広
報
等
が
遅
れ
て
い
な

い
か
点
検
す
る
。

②
街
灯
、
側

こ
う
そ
の
他
の
こ
わ
れ

た
の
を
点
検
し
担
当
者
に
知
ら
せ
る
。

③
蚊
、

ハ
エ
の
駆
除
や
側

こ
う
清
掃

な
ど
環
境
浄
化
運
動
を
推
進
す
る
。

④
部
落
行
事
の
主
催
や
世
話
役
活
動

に
取
組
む
。
な
ど
を
決
め
ま
し
た

。

黒
毛
和
牛

３２０
頭
を
放
牧

こ
と
し
も

一
日
か
ら
牛
の
放
牧
が
い

っ
せ

い
に
始
ま
り
ま
し
た
。

冬
季
間
、

各
農
家
で
飼
育
さ
れ
て
い
　
　
○
軒
が
種
づ
き
来
年

一
月
か
ら
春
先
に

た
牛
は
、
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
　
　
か
け
て
子
牛
が
生
ま
れ
ま
す
。

よ
う
に
跳
ね
回
わ
り
、
体
重
測
定
、
予
　
　
　
ま
た
、
今
年
度
は
畜
産
振
興
に
百
二

防
注
射
な
ど
を
し
た
あ
と
、
広
々
と
し
　
　
十
万
円
余
を
投
じ
実
取
地
区
牧
道
補
修

た
草
原
に
攻
牧
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
　

や
岩
井
牛
舎
を
増
築
し
、
集
牧
後
は
雄

放
牧
さ
れ
た
牛
は
実
取
百
四
十
頭
、
　

　

牛
を
出
荷
さ
せ
な
い
て
十
六
ヵ
月
肥
育

岩
井
牧
場
百
六
十
頭
、
じ

死
放
牧
地
に

　

を

受
託
し
て
農
家
に
基

死
す
る
ほ
か
、

二
十
頭
と
合
せ
て

三
百
二
十
頭
に
達
し
　
　
雌
牛
は
県
有
牛
と
し
て
再
び
貸
し
付
け

ま
し
た
。

ｒ
月
末
ま
で
半
年
間
、
各
牧
　
　
一振
興
策
を
は
か
る
こ
と
に

し
て

い
ま

場
で
育
て
ら
れ
ま
す
が
、
年
間
七
―
八

　

す
。

実 取 1文牧〔1易  のどかに草食 (は)む牛の群
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国
民
年
金
の
老
齢
福
祉
年
金
は
、

満
七
十
歳
に
な

っ
た
と
き
に
支
給
さ

れ
て
い
姜
テ
が
、
満
七
主
成
に
な
り

な
ぐ
で
も
身
心
に
障
害
の
あ
る
お
年

寄
り
に
か
ぎ
っ
て
、
五
年
早
い
満
六

十
五
歳
か
ら
老
齢
福
祉
年
金
を
う
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ま
ま
で
も
家
族
の
助
け
を
借
り

な
け
れ
ば
、
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の

整
理
や
食
事
も
で
き
な
い
ほ
ど
重
い

障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
に
著
し
く

支
障
が
あ
る
お
年
寄
り
に
は
障
害
福

六

十

五

才

か

ら

老

令

福

祉

年

金

を

支

給

　

五
話

麗

野

夢

ぞ

属

生

¨

め
、
あ
る
程
度
自
分
て
体
を
動
か
し
　
　
役
場
の
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
　
　
　
活
の
用
は
家
族
の

一塁
ｍ
を
う
け
　
ｗ

て
、
日
常
生
活
を
ど
う
に
か
お
く
っ
　
　
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

て
い
る
お
年
寄
り
に
は
、
障
害
福
祉
　
　
　
な
お
、
身
心
の
障
害
の
程
度
は
次
　
　
六
、
事
故
や
病
気
て
手
や
足
の
片
万
　
」

年
金
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
　
　
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
切
断
し
た
と
き
。　
　
　
　
　
　
Ⅷ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
耳
が
不
自
由
て
耳
も
と
で
大
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

こ
の
よ
フ́
な
お
年
寄
り
に
は
、
老
　
　
　
て
話
し
て
も
、
二
つ
三
つ
し
か
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐・・．．‘

ｒ
Ｌ
『
．〓
目
ｒ
』
１
１
〓
ｒ
Ｌ
モ
〓
≡
ｒ
Ｌ
ヽ
１
≡
ｒ
〓
１
〓
≡
Ｆ
ユ
≡
〓
≡
Ｆ
」
モ
ー
≡
Ｆ
≡
モ
〓
≡
Ｆ
菫
洲

中
で
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
莞
成
Ｕ
垂
Ｅ
）

た
。こ

の
冷
蔵
庫
は

零
下
二
十
度

（
摂

氏

）
ま
で
冷
却
で
き
る

自
動
調
節
付

き
て
、　
一
一十
ト
ン

の
氷
を
貯
蔵
て
き

事

。
ま
た
、
魚
員
類
の
貯
蔵
も
で
き
る
の

で
魚
の
鮮
度
が
落
ち
な
い
と
、
漁
民
か

ら
喜
ぼ
れ
て
い
ま
す
。

総
工
費
は
四
百
六
万
円
て
し
た
が
、

内
訳
け
は
県
費
百
九
十
三
万
円
、
村
費

八
十

一
万
三
千
円
、
組
合
負
担
ぼ
百
三

十

一
万
八
千
円
で
す
。

工
事
担
当
は
青
森
市

。
大
青
工
業
株

式
会
社
。

山
の
道
難
事
故

を
な
く
し
よ
う

―
山
葉
取
り
は
無
理
し
な
い
―

こ
と
し
も
山
菜
取
り
の
季
節
を
迎
え

霧蔵鷲:がう記成しました

十
一一薫
墓
蟄
鼎
答

尖
荘
珍
覆
組

合
長
）
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
組
合

事
務
所
の
隣
リ
ヘ
貯
氷
冷
蔵
庫
を
建
設

― 十 三 漁 業 協 同組 合 ―

来
年
四
月
こ
ろ
本
村
に
進
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
田
中
ニ
ッ
ト
エ
業
株

式
会
社

（東
京
都
）
で
は
、
つ
ぎ
に
よ

り
基
幹
要
員

（指
導
者
に
な
る
か
し

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
こ
応

募
く
だ
さ
い
。

◎
作
業
内
容
ＩＬ
メ
リ
ヤ
ス
編
み

（高

級
紳
士
物
セ
ー
タ
ー
も

◎
募
集
人
員
＝
十
人

（男
女
問
わ
ず

四
十
歳
ま
で
）

◎
養
成
工
場
＝
田
中

ニ
ッ
ト
三
戸
工

場

（
三
戸
郡
三
戸
町
泉
山
宇
久
手
五
）

◎
期
間
＝
六
月

一
日
～
四
十
九
年
二

月
末
ま
で

◎
養
成
中
の
賃
金
＝
十
五
歳
～
十
七

歳
ま
で
男
三
万
三
千
三
百
円
、
女
三
万

三
百
七
十
五
円
。

十
八
歳
～
四
十
歳
ま
で
男
三
万
六
千

一
平

五
円
、
茎

一一万

一千

二
昌

］。

◎
寮
菫
＝
三
戸
工
場
の
寮
へ
入
る
が

月
七
千
円
～
八
千
円
て
い
と
。

◎
申
込
み
＝
三
十
日
ま
で
役
場
企
画

室
へな

お
、
養
成
期
間
を
終
え
て
帰
村
後

は
本
村
へ
建
設
の
工
場
で
指
導
員
と
し

て
就
労
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
初
任

給
は
四
万
円
前
後
の
見
込
み
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
企
画
室
へ
ど
う
ぞ
。

ま
し
た
。

毎
年
こ
の
山
菜
取
り
で
多
く
の
遭
難

者
を
出
し
て
お
り
、
尊
い
人
命
ま
で
失

な

っ
て
い
る
状
況
で
す
。
い
っ
た
ん
遭

難
事
故
が
起
き
ま
す
と
、
捜
索
の
た
め

多
く
の
人
た
ち
が
出
動
し
、
多
額
の
費

用
を
投
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
捜
索

費
用
は
遭
難
著
側
で
負
担
す
る
の
が
た

て
ま
え
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ム
ダ
な
出
費
や
、
多
く
の
人
た
ち
に

め
い
わ
く
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
次

の
こ
と
が
ら
を
よ
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
天
気
予
報
を
た
し
か
め
、
天
侯
が

悪
く
な
り
そ
う
な
と
き
は
、
山
へ
は
い

ら
な
い
。

▽
万

一
に
そ
な
え
て
食
糧
、
マ
ッ
チ

雨
具
等
を
持
つ
。

▽
山
に
行
く
と
き
は
家
族
に
コ
ー
ス

帰
宅
時
間
、
同
行
者
を
知
ら
せ
る
。

▽
山
の

一
人
あ
る
き
は
し
な
い
。

▽
団
体
で
行
≦
ζ
量
に
、
住
否
居

間̈

欝

、
コ
ス

誓

ｇ

Ｓ

る
。

▽
自
分
の
体
力
に
合

っ
た
行
動
を
す
・

る
。▽

天
候
が
悪
ぐ
な

っ
た
ら
、
無
理
ぜ

ず
に
早
く
き
り
あ
げ
る
。

▽
だ

ま

よ

′

ち

奎

妥

セ

θ

ず
、
そ
の
地
点
か
ら
の
連
絡
方
法
を
考

え
る
。

▽
帰
宅
時
間
が
す
ぎ
て
も
帰
ら
な
い

と
き
は
、
す
ぐ
近
ぐ
の
警
察
官
駐
在
所

か
消
防
団
に
知
ら
せ
る
。

立 派 に完成 した貯 氷 冷 蔵庫
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米
寿
の
お
祝
い
に

三
和
局
長
か
ら
記
念
品
を
う
け
る
ミ
ヨ
さ
ん

郵
政
省
て
は
簡
易
保
険
事
業
の

一
つ

と
し
て
こ
と
し
も
、
め
て
た
く
米
寿
を

迎
え
た
人
た
ち
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。本

村
で
は
、
相
内
地
区
の
三
和
ミ
ョ

さ
ん
に
こ
の
は
と
、
三
和
相
内
郵
便
局

長
か
ら
記
念
品
と
し
て
多
治
見
の
盪
杏

み
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ミ
ヨ
さ
ん
は
、
明
治
十
七
年

一
月
六

日
生
ま
れ
て
八
十
八

歳
。
明

治
、
大

正
、
昭
和
の
三
代
を
生
き
抜
い
て
き
た

人
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど

匹
『
て

「長
生
き

お
め
て
と
う
こ
さ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
―
。
」
と
、
三
和
局
長
か

ら
は
げ
ま
さ
れ
、
終
始
に
こ
や
か
に
笑

顔
を
う
か
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
記
念
品
の
贈
呈
は
四
十
四
年
度

か
ら
行
な
わ
れ
、
大
正
、
昭
和
の
困
難

な
時
代
を
社
会
の
中
堅
と
し
て
簡
易
保

険
事
業
に
協
力
し
た
人
た
ち
の
米
寿
を

祝
い
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
る
も
の

で
す
。

金
木
高
校
相
内
分
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
会
長
＝
秋
田
谷
納
▽
副
＝
鳴
海

弘
美
ヽ
佐
藤
哲
也
▽
理
事
＝
安
保
順

〓
一、
木
村
恒
美
ヽ
丸
山
勝
四
郎
、
山

田
進
、
佐
々
木
由
松
、
吉
田
鉄
美
、

米
谷
勇
吉
、
秋
田
谷
兼
士
Ｒ

小
林
兼

雄
、
山
田
光
雄
▽
監
事
＝
上
野
伊
仁

治
、
奈
良
光
男
▽
書
記

。
会
計
＝
三

動

▽
闇

嚢

薬

市
浦
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
会
長
＝
白
川
行
雄
▽
副
＝
佐
藤

佐
吉
、
奈
良
幸
雄
、
小
山
あ
ぐ
り
▽

響

〒

未

村

一雄

、
山
本
正
高
、
木

村
キ
ネ
、
田

中

富
士
男
、
木
村
正

邦
、
奈
星

裏

含
竺

杏

じ

、
米

谷
ミ
セ
、
三
和
弓
子
、
米
谷
柾
雄
、

秋
田
谷
多
喜
郎
、
山
田
せ
つ
、
村
山

タ
ミ
、
渋
谷

政

太
郎
、
岩
間
定
四

郎
、
藤
田
道
雄
、
水
口
秀
夫
、
秋
田

谷
兼
吉
、
秋
田
谷
長
二
郎

（以
上
相

由じ

、
伊
南
み
わ
、
藤
田
ぎ
ん
子
、

沢
田
み
つ
え
、
高
木
む
つ
え
、
坂
井

清
子
、
工
藤
誠

一
郎
、
三

上

せ
い

子
、
成
田
哲
子
、
葛
西
定
雄

（以
上

脇
し

、
本
書
黎

近
自

墓

一、
堀

川
重
郎
、
福
井

俊

茉

加
納
フ
ミ

エ
、
浜
田
ス
ミ
、
奈
良
イ
ソ
、
梶
浦

ヽ
テ

、
加
納
哲
子

▽
監

辛

些

正

勲
、
有
馬
正
年
▽
書
記
＝
前
田
幸
治

▽
会
計
＝
佐
々
木
正
行

脇
元
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
会
長
＝
葛
西
敬
太
郎
▽
副
＝
工
藤

誠

一
郎
、
俵
谷
作
之
進
▽
書
記
＝
石

田
栄
南
▽
会
計
＝
櫛
引

一
次
▽
監
事

＝
高
橋
精

一
、
三
上
敬
司
▽
運
営
委

員
――
新
岡
り
き
子
、
新
岡
ゆ
り
子
、

村

万
フ
キ
子
、
藤
田
キ
ネ
、
一区
出
セ

チ
、
葛
西
節
子
、
山
田
き
よ
、
須
藤

レ
ツ
、
成
田
ト
ミ
エ
、
櫛
引
徹
子
、

〓
工

二
重

Ｊ、
成
国

ア
ツ
、
石
岡
テ

ミ
、
櫛
引
み
つ
子
、
斎
藤
好
子
、
葛

西
澄
江

太
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
会
長
＝
奈
良
正
勝
マ
副
Ｕ
木
村

正
邦
、
土
岐
ミ
ツ
ヱ
▽
監
事
Ⅱ
奈
良

光
男
ヽ
山
本
春
美
▽
特
別
会
計
＝
丸

山
永
雄
▽
総
務
部
長
Ｕ
木
村
一一群
▽

環
境
整
傭
部
長
＝
奈
良
正
次
郎
▽
校

外
生
活
補
導
部
長
＝
奈
良
毅
▽
学
力

向
上
対
策
部
長
＝
山
本
正
高
▽
成
人

教
育
部
長
＝
奈
良
誠
▽
学
校
給
食
部

長
＝
栗
良
茂
▽
事
務
局
＝
今
真
、
花

田
修市

浦
中
青
雲
寮
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
会
長
＝
葛
西
敬
太
郎
▽
副
――
奈

良
千
鶴
子
、
相
坂
幸
子
▽
監
事
Ⅲ
高

橋
精

一
、
浜
田
春
士
▽
庶
務
会
計
＝

井
沢
朽
当
蟹
Ｔ
右
回
竜
よ
い
、
鳴

海
ア
キ
ヱ
、
葛
西
幸
子
、
大
沢
き
ぬ

よ
、
木
村
千
代
江
子
、
山
田
静
江
、

伊
南
み
ね
、
松
山
栄
秀
、
松
木
孝
六

郎
、
白
川
行
雄
、
佐
藤
佐
吉
、
奈
良

幸
雄
、
小
山
あ
ぐ
り

金
木
地
区
交
安
協
相
内
支
都

▽
支
部
長
＝
白
川
行
雄
▽
副
―
自

川
孝
治
、
下
沢
国

一
、
越
野
清
志
▽

事
務
局
長
＝
秋
田
谷
多
喜
郎
▽
同
次

長
＝
古
川
徹
▽
会
計
＝
大
谷
軍
三
▽

監
事
＝
山
内

守
栄
、
秋
田
谷

勇
男

▽
理
事
――
舞
義
雄
、
奈
良
広
悦
、
秋

田
倉

塁

「

岡
本

茂

樹
、
三
和
孝

治
ヽ
菖
谷
勝
則
、
三
和
啄
磨
、
三
和

平
作
、
〓
理

羅

、
一日

弘
三
、
丁

子
谷
勇
、
山
内
久
夫
ヽ
米
谷
由
南
、

横
山
貞
夫
、
成
田
義
尚
、
佐
々
木
松

黎

小
里

側
一一一霧

蕎

療

哄

ェ

藤
肇
、
新
岡
新
光
、
秋
田

谷

一
二

〓
一、
奈
良
銀
二
、
青
山
喬
、
古
川
芳

´
照
、
丸
山
武
夫

金
木
地
区
交
安
協
脇
元
支
部

▽
支
部
長
＝
征
山
精
喜
▽
副
＝
三

和
秀
夫

▽
会

計
＝
桑
野
邦
夫
Ｖ
理

事
＝
富
坂
寝
ム
、
古
川
政
光
、
工
藤

理

一
、
蘊
箇

衰

藤
邸

摯

一、
木
村

兼

一
、
櫛
引
洋
逸
▽
監
軍
――
石
岡

一

衛
、
竹
谷
泰

一
▽
顧
問
――
木
村
光
義

一用

籐

果

藤
田
傘

含

多 治 見 の湯 呑 み を贈 る 一― 一 一

一 簡 保 か ら三 和 ミ ヨさ ん ヘ ー

健
康
相
談

日
を
変
更

五
月
か
ら
健
康
相
談
Ｈ
が

つ
ぎ

の
と

お
り
変
わ
り
ま
し
た

。

◎
毎
月
第

二
水
朧
Ｈ
＝
相
内

◎
　
ク
第

二
木
朧
Ｈ
＝
太
田

◎
　
ク
第

二
金
腋
Ｈ
ＩＩ
桂
川

◎
　
″
第
四
火
躍
Ｈ
＝
十
二

◎
　
ク
第
四
水
鳳
Ｈ
＝
脇

九

ノ

◎
　
ク
第
四
木

曜
日
＝
磯
松

妊
産

婦
に
無
料
牛

乳

妊
娠
五
ヵ
月
以
内
に
届
け
出
し
た
全

妊
産
婦
に
そ
の
翌
月
か
ら
産
後

三
ヵ
月

間
、
毎
日

一
本
づ

つ
牛
乳
を
無
料
で
差

与

事

。

生
活
保
護
を
う
け
て
い
た
り
、
住
民

税
が
か
か

っ
て
い
な
い
世
帯
は
十
八
ヵ

月
間
無
料
と
し
ま
す
。

妊
娠
五
ヵ
月
以
降
に
届
け
出
し
た
も

の
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

股
間
節

脱
臼
検
診

―
二
十
二
日
・
相
内
珍
療
所
で
―

乳
児
の
股
間
節
脱
日
検
診
を
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

▽
と
き
＝
五
月
二
十
二
日
午
後

一
時

か
ら▽

と
こ
ろ
＝
相
内
診
療
所

▽
担
当
医
師
＝
五
所
川
原
市

。
中
村

整
形
外
科
病
院
長

・
中
村
登
喜
雄
先
生

▽
対
象
児
＝
四
十
七
年
十

一
月

一
日

～
四
十
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
乳
児
。

―

製
Ｎ

Ｉ
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″
い
場
″
看

生Ψ
か
た
い

野
も
山
も
よ
う
や
く
緑
を
増
し
、
野
良
に
人
影
も
多
く
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
を
い
ち
ば
ん
悲
し
ま
せ
る

の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
幼
い
こ
と
も
の
水
死
で
す
。

青
森
県
て
は
、
五
ヵ
年

間

平
均
て

は
、

一
年
間
に
八
十
八
人
も
の
少
年
が

水
死
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
市
浦
村
て

は
十
数
年
間
村
民
の
皆
さ
ん
の
こ
協
力

に
よ

っ
て
事
故
ゼ
ロ
で
す
。

し
か
し
少
年
の
水
死
の
中
で
は
幼
児

が
圧
倒
的
に
多
く
、
例
年
県
内
で
は
五

一（
薄
ぐ
ら
い
を
占
め
、
そ
の
半
数
近
ぐ

は
春
の
農
繁
期
の
事
故
で
あ
り
、
と
く

に
田
植
え
ど
き
の
五
月
に
は
二
日
半
に

ひ
と
り
の
割
合
で
水
死
し
て
い
ま
す
。

あ
と
け
な
い
こ
と
も
た
ち
が
保
護
者

ら
の
不
注
意
に
よ

っ
て
多
く
の
と
う
と

い
生
命
を
失
う
こ
と
は
、
こ
の
う
え
も

な
く
悲
し
い
こ
と
で
す
。

人
命
は
、
何
に
も
ま
し
て
尊
重
し
、

守

っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
わ
い
い
お
子
さ
ん
や
、
お
孫
さ
ん

を
水
死
か
ら
守
る
た
め
つ
ぎ
の
こ
と
を

守
り
、
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
ぶ
な
い
所
を
な
く
す
る

Ｏ
宅
地
は
も
ち
ろ
ん
、
近
く
に
あ
る

池
、
堰
、
洗
い
場
な
ど
あ
ぶ
な
い
所
に

は
、
さ
く
、
ふ
た
を
す
る
。

防
火
水
そ
う
、
貯
水
池
の
さ
く
、
ふ

た
な
ど
の
こ
わ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
管
理

者
に
連
絡
し
て
す
ぐ

修
理

し
て
も
ら

○
楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
つ
く
る
。

遊
び
場
を
整
備
し
て
こ
と
も
た
ち
が

楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
し
て
や
り
、
あ

ぶ
な
い
所
に
は
行
か
な
い
よ
う
に
し
む

け
る
。

○
こ
と
も
か
ら
絶
対
日
を
離
さ
な
い

什
曇
藤
Ｆ
ν
生
な
ら
こ
″
沢
が
塾
碍
螺
せ

て
お
く
と
き
は
ヽ
必
ず
眼
の
届
く
と
こ

ろ
に
お
く
、
や
む
を
得
ず
目
の
悪
い
老

人
や
年
長
の
こ
と
も
に
子
も
り
を
さ
せ

る
と
き
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
を

与
え

農
作
業
中
に
乳
児
を
あ
せ
な
ど
に
寝

か
せ
て
お
く
と
き
は
水
田
や
堰
に
落
ち

な
い
よ
う
に
安
全
を
確
か
め
る
。

祉
の
た
め
に
あ
る
と
熙
冨
こ

と

っ
し
り
と
し
た
体
躯

分
じ

だ

が
、
快
活
な
口
調
て
い
か
に
も

″九

州
男
児
″
ら
し
い
風
貌

（ぼ
う
）
を

の
ぞ
か
せ
る
。
昨
年
八
月
二
戸
営
林

署
長
か
ら
着
任
。
青
森
局
管
内
で
は

こ
こ
で
三
年
目
だ
と
い
う
。
昭
和
二

十
五
年
、
出
身
地
の
屁
児
島
高
等
農

林
学
校

（現
鹿
児
爵
大
学
林
学
科
）

を
卒
業
。
県
庁
務
め
し
た
あ
と
秋
田

な
に
よ
り
も
ま
す
聾
匹
？
仝
に
ち

と
話
し
合
い
、
溶
け
こ
み
た
い
と
、

ふ
マ
■
食
翌
墨
円
い
歯
竃
質
〃
琴
分
を
こ

ぼ
す
。
胸
襟
を
開
い
て
話
せ
る
人
で

な

。
「
こ
こ
へ
き
て
ま
だ

一
年
足
ら
す

だ
が
、
風
光
明
美
の
地
に
加
え
、
民

あ

競

争

督

号

。
道
鷺

盛
ん
に
整
備
さ
れ
、
地
域
開
発
の
日

も
真
近
か
と
い
う
鵬
じ
を
受
け
る
」

市
浦

″礼
賛
一
も
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
な
か
な
か
ソ
ツ
が
な
い
。

同

に
つ
け
て
も
地

匹
圧
民
と
密

着
し
、
国
有
林
へ
の
理
解
を
深
め
た

詮

市 浦 営 林 署 長

鶴 田 行 忠 さ ん
つる た ゆきただ

黒
林
濱

ヽ

ぞ

宅

異

有

（国

。
国
民
）
財
産
で
あ
っ
て
、

地

死
の
墜
蕃
依
興
の
発
展
や
住
墨
儡

地

元
民

と
密
着

、
理
解

を
深

め
た

い

営
林
局
十
七
年
ハ
林
野
庁
二
年
と
北

国
で
の
勤
務
が
長
く
、
す

っ
か
り
北

国
の
人
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
笑
い

撃

。

謂
堕
あ
塁
興
り
昼

一軒
ま

令
日
の
諦
間

て
が
国
有
林
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
酒
は
〇

。
九
り
と
い
け
る
日
、
趣

し
た
が
っ
て
聾

匹
普
拝
いな
を
Ｆ
ｐ
　

味
は
麻
要

囲
碁
ζ
２
笠
コ
の
要
剛

の
形
で
国
有
林
と
結
び
つ
い
て
い
る
　
　
と
か
。
学
生
時
代
は
ス
キ
ー
、
柔
道

が
ヽ
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
は
住
民
と
　
　
も^
や

っ
た
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。

の
接
触
を
通
じ
て
、
地
域
の
発
展
に
　
　
四
十
四
歳
。

尽
く
し
た
い
」
　

　

　

・
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安

Ｆ
塑

革

駆

歯

長
欝

伐

文
治
二
年
（
一
、

一
八
一◇
安
東
貞
李

は
、
兵
二
万
を
ひ
き
い
て
、
渡
島
平
征

掲

属

響

、
羨

縄

髄

柵
を
築
い
て
、
戦
謀
を
定
め
日
高
族
、

北
見
族
の
六
人
の
酋
長
に
使
者
を
出
し

た
。
安
東
領
下
に
く
だ
る
か
否
か
の
使

い
で
あ
る
。
日
高
に
は

舎

毛

（シ
ャ

モ
）
、
オ
ロ
チ

ョ
丸
、
ペ
リ
カ
九
、
オ

コ
ン
ペ
丸
が
あ

，
、
北
見
に
は
ア
ミ
ト

ロ
丸
、
カ
ム
イ
丸
、
イ
ト
ペ
チ
丸
と
称

し
強
勢
を
誇
る
酋
長

（オ
テ
カ
）
が
い

た
。
と
も
に
十
三
浦
沖
に
出
没
し
て
異

国
船
を
襲
う
の
で
、
し
か
た
な
く
安
東

氏
は
挙
兵
す
る
に
至
っ
た
。

安
東
軍
は
東
軍
と
西
軍
に
分
け
、
夏

の
期
に
一一葎
タ
ト
ｂ
て
平
征
し
た
。
貞

季
は
建
保
二
年
盆

、
二

〓
じ
十
三
水

軍
を
総
挙
し
て
北
見
国
、
日
高
国
に
港

を
開
い
て
征
夷
の
あ
と
土
民
を
救
済
し

た
が
、
そ
の
開
港
党
薔
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

渡
島

・
上
磯
港
ヽ
福

島

港
、
松
前

港
、
苫
分

職

悟

乗

墾

凛
港
、

猥

職

基

亜

彎

留
題

Ｆ

需

】港

て
奎

り
。

右
十
五
港
ほ
北
百
Ｔ
日
高
の
国
廻
港

で
安
東
船
は
こ
の
年
貢
港
と
定
め
た
の

で
あ
る
。

天
文
二
年

（
一
、
五
三
一０

△
月

原
画
平
内
書

百
八
十
日
を
費
し
て
蝦
更
地
平
征

と棄

菫

天

要

夢

ι

は
、
十
三

秀
直
を
萩
の
台
の
合
戦
に
破

っ
て
秀
直

を
渡
島
に
流
罪
し
た
が
ヽ
祖
先
の
血
縁

が
あ
る
の
で
そ
の
幽
閉
を
解
き
勝
山
城

の
城
主
と
し
た
が
ヽ
再
反
を
案
じ
て
こ

れ
を
監
視
す
る
た
め
華
沢
城
を
再
築
し

て
安
倍
親
季
を
城

主

と
し
、
警
視
し

た
。
し
か
し
、
日
高
、
北
見
の
蝦
夷
は

た
び
た
び
乱
を
起
こ
し
て
災
い
を
渡
島

の
住
民
に
及
ぼ
し
た
こ
と
が
し
ば
し
ば

で
あ

ｆ
弓

秀
直
は
自
ら
出
向
い
て
親
季
と
謀
り

大
蝦
夷
を
征
伐
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ

た
。
親
季
は
こ
れ
に
同
意
し
、
十
三
の

水
軍
を
江
差
港
に
集
結
し
て
東
海
陸
ヽ

西
海
陸
に
分
け
、
陸
上
は

ヽ
秀
腫
”
当
た

東

水

軍

―
毀
Ｎ
Ｉ

っ
た
、
日
高
の
角
長
は
二
千
の
兵
を
以

っ
て
神
威
岳
及
び
樽
前

山
に

陣
を
敷

き
、
柵
を
築
い
て
倭

（
や
ま
と
）
軍
の

奇
襲
に
備
え
た
。
日
高
に
は
二
雄
の
會

長
が
い
る
。
神
威
薔
歯
長
を
ク
ト
ロ
イ

九
、
樽
前
岳
商
長
を
ヒ
シ
リ
カ
丸
と
称

し
た
。

先
ず
、
安
東
水
軍
は
苫
小
牧
湊
に
上

陸
じ
激
し
い
攻
防
戦
と
な

っ
た
。
十
六

日
間
の
間
争
が
続
き
陸
上
の
秀
直
軍
の

到
着
と
と
も
に
樽
前
山
を
落
し
、
さ
ら

に
神
威
岳
に
進
軍
し
た
。
浄
内
川
て
は

不
意
を
襲
わ
れ

多
く
の

死
者
を
出
し

た
。
し
か
し
、
安
倍
親
季
及
び
十
三
秀

直
の
両
軍
は
ひ
る
ま
す

一
路
神
威
薔
を

攻
め
二
日
に
し
て
ウ
ト
ロ
イ
丸
を
討
ち

取

っ
た
。
つ
い
て
北
見
に
向

っ
て
水
軍

健

む

、
家

曾

ゑ

３

蓉

枝
幸

（
え
さ
し
）
の
酋
長
ホ
ロ
シ
リ
を

破
り
、
女
満
別

（め
ま
ん
べ
つ
）
の
含

長
ウ
キ
シ
ヤ
リ
と
の
戦
い
に
苦
戦
し
、

多
く
の
死
者
を
出
し
て
退
陣
の
上
む
な

き
に
至
っ
た
。
季
直
軍
と
親
季
の
軍
が

到
着
し
た
の
で
総
攻
撃
し
、
わ
す
か
半

日
に
し
て
女
満
別
の
砦

（と
り
で
）
を

落
し
帰
路
に
つ
い
た
な

こ
の
合
戦
て

散
っ
た
死
者
は
四
百

八
十

七
人
と
い

２

を

て
、
奨

撃

籍

頁

十

ヨ

螢

，

こ

あ

っ
ち

督

ら

れ
ヽ

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
網
走
の
辺
に
安
栞
一

軍
の
墓
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
以
来
、

十
一一あ
旦
裏

暦

勢
直
盤
隔
器
Ｆ
栄

え
て
子
々
孫
々
諸
国
の
名
門
に
縁
を
霜

々
弓一覆

曇

書

“

婁

塁

⌒唯
鶉
圏

一矧
乳
鍵

一夢
螺
麗

曇
発
譴

｛夢
搬
魏

⌒婚
馨
譴

（艤

塑

題

⌒霰

擢

霧

⌒籍

馳

麗

悪
転
箋

お
丘

Ｔ
塾

τ

占

基

テ

成
田

ち
る

盆
預
じ

含
じ

山
　
内

英

太

郎

ご
麗
生
お
め
て
と
う

秋
田
谷
裕
子

（
十
一じ

　

又
二
郎

色

幸
貢

十
じ

幸

美

愁
奥
軍
春

雀
Ｕ

　

明

古
川

一墓
滉
金
留
じ
　
忠
　
一

疇
海
恵
利
香

Ｑ
閃
）

尚

志

石
岡

一琢
す

０
四
０

　

一　

衛

謹

李

０

０

文

保

い
つ
ま
で
も
お
し
あ
わ
せ
に
‥

醸
譴

箋

鍋
魂

譴

◇
・・蘇
聯
山
は
草
本
の
若
芽
が
伸
び

て
緑

一
色
と
な
り
、
そ
よ
吹
ぐ
風
も
さ

わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

大
粒
の
雨
降
る

青
田
母
の
く
に
　
　
千
空

ｔ

て
、
田
繁

３

い
ま

〓

侍

濃

崚

豪

護

類

子

署

是

陰

ど
の
繁
忙
を
き
わ
め
て
い
る
こ
と
て
し

◇
二

て

広
腎

ラ

選

、
こ
れ

魯

二
言

っ
董

装

そ

墨

首

一

回
て
も
よ
い
か
ら
内
容
の
あ
る
も
の
に

上

の
菫

夢

西

景

墓

月

言
Ｈ

発

行

鳳

Ｗ

番

え
澪
セ

亀

果
し
て
そ
の
内
容
■
は
い
か
が
て
し
ょ

ネ

。
こ
摯

ζ

婁

暴

こ
奎

か
こ

こ

暑

芝

ξ

い
。

９

広
薔

関

拿

建

て
霞

遭
落
曇
塁
丁
配
布
さ

れ

て
い
ま
す

が
ヽ
万
一
、
未
配
布
の
と
き
は
連
絡
員

の
か
た
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

6月 17日 は

み ん な揃 つて投 票 し ま しょう

投 票 時 間  午前 7時から午後 6時まで


